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観測船 を使用 した海洋観測 は空間的には広範囲 な部分 を覆 うものの,測 定間の タイム ・ラグや,

観測間隔の問題 があ る。た とえば,漁 海況予報事業 における定線観測で も環境変動 を年単 位か季節

単位で とらえることしかで きない。 これに対 し,・日帰 り操業 を主 として いる沿岸漁業の場合,1日

か ら数 日のスケールでの海況予測が求め られ る。 しか し,こ のような時間スケールの海 況情報は き

わめて少ないのが実状 である。唯一,各 地測候所,水 産試験場で行 っている定:地水温観測 資料があ

るにす ぎない。 また,定 地水温の測定層 はほ とん ど表面水温 であ り,気 象の影響や海面 での熱収支

など多 くの問題点が,渡 辺(1969)・ 小 長(1973)ら によ り指摘 されている。そのため,島 根県水

産試験場では,解 析上多 くの問題点 をかかえてい る表面水温に代えて,水 深30～50〃1の 県下沿

岸域 にメモ リー水温 ・塩分計 をを設置 し,水 深10〃z層 における水温 ・塩 分の連続観測 を行 ってい

る。今回の報告ではそれ らの資料の うち,1982年6月 か ら7月 にかけての浜田 ・大社 ・野井の主

に水温資料 を用い,自 己相関 と移動平均 による時系列解析を行 った。詳 しくは 「日本海 ブロック試

試験研究集録・.第4号 」 に報告 してあるので,こ こではその概要について述べ る。

資 料 と 方 法

観測は,浜 田 ・大社 ・野井 で行 った。観測器にはユニオンエ ンジニア リング製,メ モ リー水温 ・
1・

塩分計CT2,000を 用 い,測 定間隔 は60分 とした。得 られた観測資料 は島崎(1982)の 時系列解

析の手法を参考 として,移 動平均 とコレログラム分析を用いて原系列を各周期成分に分解 した。 こ

の計算過程 で問題 となるのが原系列か ら長期傾向を移動平均 によっτ求 φる際の項数Kの 値 であ る。

今回は全デニタ数のお 酸 の長さを鞍 とした・ しかし・ その廊 は特別な醐 まなし㌔ 猟

コレログラム分析によ り周期成分を求め,そ れを項数Kと して移動平均した。最終的には各周期成分

を消去したものを長期傾向とした。

また,コレログラム分析におい て最長の長期傾向を除いた時系列を定常時系列であるとして,自 己

相関 数c(τ)お よび,自 己相関係数R(τ)を 求めた。また得られた:相関係数はt検 定によ り,

有意水準を5%と して検定を行った。考察で用いた気温,表 面水温の資料は,浜 田測候所の気象観

測月報および松江地方気象台の島根県農業月報によった。

*日 本 海ブロック試験研究集録 第4号(1985)に 発 表 した。



また,観 測点近 くには定置網が敷設されてお り,そ れ らの定置網の浜帳か ら魚種別,日 別漁獲量

を調べた。

結 果

3測 点 とも24時 間 周期が認 め られ たため これ を原系列か ら除 き,そ れ を水温の長期傾向 とした。

3測 点の長期傾向 をみて みると,浜 田では6月20日 頃 まで上 昇を続けた水温 は,そ の後10日

間 ほど徐々に低下,7月 に入 って再 び上昇す る。7月 後半 には上昇傾向は鈍 り,や や下降気味 とな

った後,8月 に入 って再 び上昇 している。 また,低 下時,お よび停滞期には,は っきりとした周期性

はない ものの,数 日単 位での変動 を示 してい る◎大社では,6月 の中 ・下旬 は停滞か ら下降気味で

7月 に入 ると急激 に上昇す ろが,7月10日 ・を ピークとして,そ の後10間 ほ どは停滞 し,観 測終了

後間際の20日 頃か ら再 び上昇 をは じめている。:大社においても,浜 田同様,水 温の停滞時には数 日単

位の変動がみられる。野井では6月12日 頃 まで上昇 を続 けた水温 は,そ の後,約20日 にわた って停

滞 し,7月5日 頃か ら再 び上昇 している。また,浜 田 ・大社 と同様に停滞時に短期間 の水温変動 が

みられ るが,野 井の場 合では コレログラム分析の結果,97時 間(約4日 間)と い う明瞭な 周期性

が認 め られた。

考 察

3測 点での長期傾向をみると,ユ0日間位の上昇期 と,20日 間程度の停滞期を交互に繰り返してお

り,停 滞期には,測 点毎に別々の短期変動を示 している。水温の上昇期は,3測 点ともほぼ同時期

におきており,こ のことはこれら3測 点すべてを含む大きな海域での環境変化を示 しているものと

思われる。特に7月 の水温上昇期以降,漁 獲量が一斉に減少し,いわゆる"夏枯れ期"に 入ったこと

からみても,か な り大きな空間規模で環境の変動が起きたことが考えられる。また停滞期における

短期的な水温変動は,そ れぞれの測点附近の海域で起 きたかな り狭い範囲でφ環境の変動を示して

いるものだと思われる。野井に4日 間の明瞭な周期が認められたことは,島 根半島,隠 岐諸島間の

陸棚海域で,こ のような周期性をもった環境変動が起きているということを示し,非 常に興味深い

問題である。

結 論

1)調 査期間における10〃z深の水温は,10日 間程度の上昇期と,20日 程度の停滞期をくり返して

昇温 している。

2)島 根県沿岸の10m層 水温には24時 間の日周期がみられる。

3)島 根半島沿岸では96時 間周期の水温変動が認められた。




